
全
国
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
、
耐
震
改
修
助
成
制
度

と
と
も
に
普
及
が
急
速
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

我
が
長
崎
県
内
で
も
長
崎
市
、

佐
世
保
市
、
平
戸
市
、
雲
仙
市
、

南
島
原
市
、
五
島
市
の
六
市
が

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
や
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
助

成
金
（
十
〜
二
十
万
円
、
市
に

よ
っ
て
異
な
る
）
を
活
用
し
て

私
た
ち
の
仕
事
確
保
に
役
立
て

ま
し
ょ
う
。

制
度
の
概
要
は
下
記
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
（
支
部
配
布
）
を
参

考
に
し
て
、
お
得
意
先
回
り
を

実
施
し
よ
う
。

県
議
選
挙
の
お
礼
と
お
詫
び
長
崎
県
建
設
産
業
労
働
組
合

執
行
委
員
長
相
川
哲
男
他
本
部
執
行
部
一
同

昨
年
七
月
十
七
日
の
建
設
長
崎
第
六
十
五
回
定
期
大
会
に
お
い
て
、

金
子
三
智
郎
県
議
を
再
び
推
薦
し
、
本
年
四
月
十
日
に
施
行
さ
れ
た

県
議
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
さ
せ
、
闘
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

以
後
、
大
会
決
定
に
基
づ
き
、
後
援
会
を
結
成
し
、
建
設
長
崎
、

一
般
後
援
会
、支
持
労
組
と
、三
位
一
体
で
結
集
し
て
選
挙
戦
を
闘
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
奮
闘
空
し
く
落
選
と
い
う
結
果
で
し
た
。

長
崎
市
選
挙
区
は
定
数
十
四
名
、
立
候
補
者
数
十
八
名
で
、
厳
し

い
選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
十
七
位
と
い
う
不
本
意
な
獲
得
票
、

順
位
で
し
た
。

候
補
者
、
組
織
も
含
め
、
裾
野
の
広
が
り
、
小
ま
め
な
行
動
が
十

分
で
き
な
か
っ
た
こ
と
等
、
総
括
す
べ
き
こ
と
は
総
括
し
て
、
今
後

は
、
建
設
長
崎
推
薦
議
員
団
の
結
集
と
協
力
要
請
を
今
ま
で
以
上
に

強
め
、
県
政
・
市
政
で
の
私
た
ち
の
要
求
を
勝
ち
取
っ
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
約
一
年
間
、
活
動
い
た
だ
き
ま
し
た
組
合
員
ご
家
族
の
皆
様

方
に
心
か
ら
お
礼
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
四
月
吉
日

組
合
員
各
位

国土交通省は３月２５日、公共工事の積算に
使う公共工事設計労務単価の２０１１年度基準
額を発表しました。長崎県では主な１８職種
の内、大工職など１１職種で前年よりも下が
り、塗装工など６職種で上がりました。
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建設長崎各支部対抗ソフトボール大会
開催のお知らせ

１．日時 ５月１５日� 午前９時集合
２．会場 琴海北部グラウンド

屋根ふき工

―

１２，４００

―

造園工

１３，９００

１３，５００

４００

建具工

１２，４００

１２，２００

２００

溶接工

１４，５００

１４，９００

▲４００

タイル工

１６，１００

１６，０００

１００

ガラス工

１４，２００

１３，９００

３００

職 種

２０１１年度

２０１０年度

差 額

サッシ工

１５，９００

１５，６００

３００

内装工

１４，２００

１４，５００

▲３００

塗装工

１４，１００

１３，８００

３００

板金工

１２，９００

１３，２００

▲３００

配管工

１３，２００

１３，５００

▲３００

電 工

１４，２００

１４，３００

▲１００

職 種

２０１１年度

２０１０年度

差 額

鉄骨工

１２，７００

１３，０００

▲３００

鉄筋工

１３，５００

１３，８００

▲３００

型枠工

１４，０００

１４，３００

▲３００

とび工

１３，４００

１３，７００

▲３００

左 官

１４，４００

１４，７００

▲３００

大 工

１４，７００

１４，８００

▲１００

職 種

２０１１年度

２０１０年度

差 額

公共工事
設計労務単価
（２０１０年度と２０１１年度の比較）

五五
月月
はは
おお
得得
意意
先先
回回
りり
月月
間間
でで
すす

――
仕仕
事事
確確
保保
にに
リリ
ーー
フフ
レレ
ッッ
トト
のの
活活
用用
をを
――

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
●
実
施
自
治
体
は
３２
都
道
府
県
１６５
自
治
体
と
な
り
ま
し
た

東日本大震災
義援金カンパのお願い
平成２３年３月１１日、宮城県三陸沖を震源と
する国内観測史上最大となる地震に伴い、
東日本では甚大なる被害が発生しています。
私たちの仲間である全建総連傘下の県連・
組合でも多くの被害が報告されています。
建設長崎も過去の災害で、全国の仲間から
多数の支援を頂いており、今回災害に遭わ
れた被災者を支援するためにも、是非とも
皆様のご協力をお願いします。

最終集約日 ５月３０日迄

4

※屋根ふき工は、データ不足により設定に至らなかった

（主な職種の設計労務単価）

仕
事
確
保
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト▲

▲
仕
事
確
保
・
賃
金
ポ
ス
タ
ー

毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）４月１５日発行建 設 長 崎第５５０号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）１�



政府は
迅速・正確な情報を
震災・原発事故

冷静な判断と行動も必要

Ｑ＆Ａ

東京電力の
怠慢がもたらした
計画停電

供給の根拠を明確にせよ

Ｑ＆Ａ

Ｑ

福
島
第
一
原
発
の
事
故

を
め
ぐ
り
、
政
府
や
東
京
電
力

へ
の
不
満
が
高
ま
っ
て
い
る
。

Ａ

東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
原
子
炉
の
冷
却
シ
ス
テ
ム
が

停
止
し
、
第
一
―
三
号
機
で
炉

心
溶
融
に
よ
る
放
射
能
漏
れ
が

起
き
た
可
能
性
が
高
い
。
い
ま

だ
に
収
束
の
見
通
し
が
立
っ
て

い
な
い
。
国
や
東
電
の
情
報
が

少
な
く
、
海
外
か
ら
も
批
判
が

噴
出
し
て
い
る
。

Ｑ

国
や
東
京
電
力
、
メ

デ
ィ
ア
に
出
て
く
る
学
者
は

「
安
全
」
ば
か
り
強
調
す
る
け

ど
。Ａ

拡
散
し
た
放
射
性
物
質

が
人
体
に
ど
の
く
ら
い
影
響
が

あ
る
の
か
説
明
が
な
い
。
無
用

な
混
乱
は
避
け
る
べ
き
だ
が
、

リ
ス
ク
も
十
分
説
明
す
べ
き
だ

ろ
う
。

Ｑ

情
報
不
足
が
国
民
の
不

安
を
あ
お
っ
て
い
る
よ
。

Ａ

特
に
風
評
被
害
が
深
刻

だ
。
福
島
や
茨
城
産
の
農
作
物

や
魚
介
類
の
価
格
が
暴
落
。
ミ

ズ
ナ
が
一
束
一
円
、
昨
年
収
穫

さ
れ
た
コ
メ
を
「
返
金
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
話
も
。「
直
ち

に
健
康
に
影
響
は
な
い
」
と
言

わ
れ
て
も
、
将
来
に
対
し
て
み

ん
な
不
安
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ

も
う
政
府
や
東
電
の
発

表
は
信
用
で
き
な
い
。

Ａ

と
に
か
く
政
府
や
東
電

は
、
国
民
が
求
め
る
情
報
を
正

確
に
素
早
く
公
開
す
る
体
制
が

必
要
だ
。
あ
わ
せ
て
、
一
つ
の

メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
複
数
の

媒
体
か
ら
情
報
を
入
手
す
る
と

い
い
か
も
し
れ
な
い
。
放
射
能

は
怖
い
が
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る

の
も
恐
ろ
し
い
。
冷
静
な
判
断

と
行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｑ

東
日
本
大
震
災
後
か
ら

始
ま
っ
た
東
京
電
力
の
計
画
停

電
は
い
っ
た
ん
打
ち
切
っ
た
が
、

信
号
機
が
消
え
て
死
亡
事
故
が

相
次
ぎ
、
人
命
に
関
わ
る
事
態

に
な
っ
た
。
な
ぜ
夏
場
に
も
計

画
す
る
の
か
？

Ａ

東
電
は
「
福
島
第
一
原

発
の
放
射
能
漏
れ
事
故
で
電
力

供
給
が
落
ち
た
」
と
し
て
い
る
。

夏
場
は
冷
房
使
用
が
増
え
て
需

要
が
供
給
を
超
え
る
と
い
う
。

Ｑ

節
電
に
努
め
て
い
る
け

ど
仕
方
な
い
か
。

Ａ

東
電
の
や
り
方
が
問
題

だ
。
病
院
で
さ
え
停
電
さ
せ
る

一
方
、
大
企
業
な
ど
大
口
需
要

家
に
は
供
給
を
続
け
た
。

Ｑ

公
共
性
の
高
い
企
業
の

は
ず
な
の
に
…
…
。

Ａ

深
刻
な
事
態
で
あ
る
福

島
原
発
放
射
能
漏
れ
の
情
報
も

小
出
し
に
す
る
し
、
経
営
ト
ッ

プ
の
勝
俣
恒
久
会
長
も
原
発
事

故
十
九
日
後
に
初
め
て
会
見
す

る
あ
り
さ
ま
。
こ
の
社
風
を
考

え
れ
ば
、
公
表
す
る
電
力
供
給

量
も
本
当
か
疑
わ
し
い
。

Ｑ

会
長
は
「
夏
場
の
停
電

は
避
け
た
い
」
と
話
し
た
。

Ａ

原
発
事
故
が
起
き
る
前

か
ら
対
策
は
取
れ
た
は
ず
だ
。

中
部
地
方
以
西
で
は
余
剰
電
力

が
あ
る
の
に
、
変
電
所
の
建
設

コ
ス
ト
を
嫌
が
っ
て
東
日
本
に

回
せ
な
い
現
状
を
放
置
し
た
責

任
は
大
き
い
。
放
射
能
漏
れ
の

補
償
が
巨
額
に
上
り
、
東
電
は

民
間
企
業
と
し
て
事
業
継
続
で

き
な
い
と
の
見
方
が
強
い
。
政

府
は
国
有
化
を
検
討
し
て
い
る

け
ど
、
今
か
ら
体
質
改
善
に
取

り
組
む
べ
き
だ
。

廃
棄
物
処
理
法
が
改
正

４
月
１
日
か
ら
施
行

昨
年
五
月
に
成
立
し
た
改
正

廃
棄
物
処
理
法
（
改
正
廃
掃

法
）
に
関
連
す
る
政
省
令
が
公

表
さ
れ
、
二
十
三
年
四
月
一
日

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
法
改
正
で
私
た
ち
組

合
員
に
直
接
関
係
す
る
の
は
主

に
�
「
建
設
系
廃
棄
物
に
つ
い

て
元
請
事
業
者
に
処
理
責
任
を

一
元
化
す
る
」
�
「
廃
棄
物
を

事
業
場
（
現
場
）
の
外
で
保
管

す
る
際
の
事
前
届
出
制
度
を
創

設
す
る
」
�
「
産
業
廃
棄
物
管

理
表
（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
保
存

期
間
を
明
確
化
す
る
」
の
三
点

で
す
。
概
要
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

�
建
設
系
廃
棄
物
に
つ
い
て
元

請
事
業
者
に
処
理
責
任
を
一

元
化
す
る

注
文
者
か
ら
直
接
建
設
工
事

を
請
け
負
っ
た
建
設
業
者
が
排

出
事
業
者
と
み
な
し
、
当
該
建

設
工
事
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
棄

物
は
元
請
事
業
者
が
処
理
責
任

を
負
い
ま
す
。
下
請
負
人
は
廃

棄
物
処
理
の
許
可
を
有
し
て
元

受
事
業
か
ら
適
法
な
委
託
を
受

け
た
場
合
に
の
み
廃
棄
物
処
理

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
例
外
と
し
て
少
量

の
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
設
定
さ

れ
た
条
件
を
全
て
満
た
し
た
場

合
は
下
請
負
人
が
運
搬
す
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場

合
、
当
該
下
請
負
人
に
廃
棄
物

処
理
業
の
許
可
は
不
要
で
す
。

�
下
請
負
人
が
廃
棄
物
を
運
搬

す
る
こ
と
に
つ
い
て
元
請
負

人
と
下
請
負
人
間
の
約
定
し

た
こ
と
を
示
す
書
面
を
携
行

す
る
こ
と

�
「
請
負
金
額
が
五
〇
〇
万
円

以
下
の
建
設
工
事
（
解
体
、

新
築
、増
築
工
事
は
除
く
）」

ま
た
は
「
請
負
金
額
相
当
額

が
五
〇
〇
万
円
以
下
の
瑕
疵

補
修
工
事
」
で
あ
る
こ
と

�
一
回
の
運
搬
量
が
一
�
以
下

で
あ
る
こ
と

�
元
請
の
指
定
す
る
運
搬
先
が

排
出
事
業
場
と
同
一
ま
た
は

隣
接
す
る
都
道
府
県
内
で
あ

る
こ
と

�
運
搬
途
中
で
保
管
を
行
わ
な

い
こ
と

�
石
綿
含
有
建
材
な
ど
の
特
別

管
理
廃
棄
物
が
含
ま
れ
て
い

な
い
こ
と

�
建
設
系
廃
棄
物
を
事
業
場

（
現
場
）の
外
で
保
管
す
る
際

の
事
前
届
出
制
を
創
設
す
る

廃
棄
物
を
現
場
以
外
の
場
所

で
保
管
す
る
場
合
、
法
の
施
行

日
か
ら
三
か
月
以
内
（
六
月
三

十
日
ま
で
）
に
府
県
知
事
に
保

管
場
所
に
関
す
る
事
項
の
届
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
（
な
お
、

法
施
行
日
の
四
月
一
日
以
降
に

保
管
を
始
め
る
場
合
は
保
管
に

先
立
ち
「
あ
ら
か
じ
め
」
届
け

出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）。

例
外
と
し
て
、
保
管
場
所
の

面
積
が
三
〇
〇
�
未
満
の
場
合

は
届
出
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
ま

す
。

�
産
業
廃
棄
物
管
理
表
（
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
）
Ａ
票
の
保
存
期

間
を
明
確
化
す
る

排
出
事
業
者
と
し
て
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
交
付
し
た
事
業
者

は
、
Ａ
票
に
つ
い
て
も
五
年
間

保
存
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県議 五島市選挙区

山 田 博 司
（無所属・当選３回）

県議 西彼杵選挙区

濱 口 俊 幸
（民主党・当選１回）

県議 佐世保市選挙区

吉 村 庄 二
（社民党・当選３回）

県議 島原市選挙区

楠 大 典
（無所属・当選４回）

佐世保市議

連 見 篤
（社民党・当選４回）

長与町議

安 部 都
（社民党・当選１回）

長崎市議

池 田 章 子
（社民党・当選２回）

大村市議

村 上 信 行
（無所属・当選６回）

長崎市議

野 口 達 也
（無所属・当選３回）

佐世保市議

早稲田 矩 子
（社民党・当選３回）

県議・平戸市選挙区

西 川 克 己
（無所属・当選２回）

長崎市 市長選

田 上 富 久

県
議
選
挙４

月
１０
日
投
開
票

長
与
町
議
（
無
投
票
）

長
崎
市
長

４
月
２４
日
投
開
票

市
議
会
選
挙

４
月
２４
日
投
開
票

二
〇
一
一
年
統
一
自
治
体
選
挙

建
設
長
崎
推
薦
当
選
者

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

統
一
自
治
体
選
挙
の
後
半
戦
（
市
長
・
市
議
・
町
議
）
は
市
議
が
四
月
十
七
日

告
示
、
町
議
が
十
九
日
告
示
で
、
四
月
二
十
四
日
投
開
票
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
左
記
の
方
々
が
見
事
当
選
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
建
設

長
崎
推
薦
議
員
団
の
皆
さ
ん
で
す
。

ご
支
援
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５５０号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）４月１５日発行



受
診
券
は

五
月
下
旬
発
送
予
定

巡
回
健
診
も

県
内
各
地
で
実
施

扶
養
確
認
の
証
明

書
類
は
お
早
め
に

平
成
二
十
三
年
度
の
健
康
診

断
が
始
ま
り
ま
す
。

受
診
対
象
者
の
皆
様
に
は
、

特
定
健
診
に
必
要
な
「
特
定
健

康
診
査
受
診
券
」（
以
下
「
受

診
券
」と
い
う
。）、「
質
問
票
」

「
健
診
実
施
機
関
一
覧
表
」
を

同
封
し
た
「
特
定
健
診
の
ご
案

内
」（
封
書
）
を
組
合
よ
り
五

月
下
旬
に
郵
送
に
て
お
届
け
す

る
予
定
で
す
。

お
手
元
に
受
診
券
が
届
き
ま

し
た
ら
、
健
診
実
施
医
療
機
関

一
覧
表
の
中
か
ら
ご
希
望
の
医

療
機
関
を
お
選
び
い
た
だ
き
直

接
お
申
込
（
予
約
）
下
さ
い
。

（
※
健
診
実
施
医
療
機
関
一
覧

表
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
医
療

機
関
で
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
下
さ
い
。）

尚
、
特
定
健
診
に
係
る
費
用

は
、
医
療
機
関
窓
口
に
保
険
証

と
受
診
券
を
提
出
す
る
こ
と
で

自
己
負
担
な
く
「
無
料
」
で
受

診
で
き
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
受
診
対
象
者

四
十
〜
七
十
五
歳
未
満
の
長

建
国
保
加
入
者
で
、
当
組
合
よ

り
「
受
診
券
」
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
。

※
規
定
上
、
四
十
歳
未
満
の
方
、

長
建
国
保
加
入
期
間
が
一
年

未
満
の
方
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。

■
受
診
時
に
必
要
な
も
の

�
受
診
券

�
保
険
証

�
質
問
票

組
合
で
は
長
建
国
保
加
入
者

の
み
を
対
象
と
す
る
巡
回
健
診

を
県
内
各
地
区
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。

こ
の
巡
回
健
診
で
は
、
多
く

の
皆
様
が
健
康
診
断
を
受
診
で

き
る
よ
う
、
平
日
で
は
な
く
、

土
日
、
祝
日
を
利
用
し
て
実
施

し
ま
す
。
会
場
・
日
程
、
申
込

方
法
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後

日
お
届
け
す
る
「
特
定
健
診
の

ご
案
内
」
を
必
ず
ご
覧
下
さ
い
。

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
が

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
た
め
、
長
建
国
保
で
は

同
年
三
月
に
被
保
険
者
証
の
更

新
受
付
を
組
合
各
支
部
ご
と
に

実
施
し
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
ま
だ
被
保

険
者
証
の
更
新
を
お
済
み
で
な

い
方
（
短
期
被
保
険
者
証
の
方

は
別
途
更
新
）
は
、
今
お
持
ち

の
被
保
険
者
証
で
は
病
院
に
て

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
の
で
お
早
め
に
更
新
手
続

き
の
上
、
新
し
い
被
保
険
者
証

の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
等
に
未
納
が

あ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
更

新
当
月
分
ま
で
の
保
険
料
等
を

納
入
の
上
、
更
新
を
受
け
ら
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
、
更
新
手
続
き
に
つ
き
ま

し
て
は
所
属
支
部
へ
お
届
け
下

さ
い
。

三
月
更
新
の
際
、
扶
養
家
族

の
確
認
要
件
に
該
当
さ
れ
た
皆

様
に
は
、「
無
職
に
関
す
る
証

明
書
」、「
収
入
金
額
に
関
す
る

証
明
書
」、「
学
生
証
写
」、「
在

学
証
明
書
」
等
の
書
類
の
提
出

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
資
格

認
定
に
必
要
な
証
明
書
類
で
す

の
で
、
お
早
め
に
所
属
支
部
へ

提
出
（
郵
送
可
）
下
さ
る
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
就
職
し
勤
務
先
よ
り

健
康
保
険
証
（
社
会
保
険
）
の

交
付
を
受
け
た
と
き
は
、
速
や

か
に
所
属
支
部
へ
届
出
下
さ
る

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

平成２３年度
人間ドック実施のお知らせ

長建国保では組合員と家族の生命と健康を守る一環として、疾病の予防
と早期発見により健康管理の一層の推進を図る為、組合員と配偶者（主婦）
の「１泊２日」、「日帰り」の人間ドックを実施します。
■受診対象者
●長建国保加入の組合員
●配偶者（主婦）
【条件】 �平成２３年６月１日現在において

１泊２日 満４０歳以上の方
日帰り 満３５歳以上の方

�保険料を完納している組合員
■受診料（受診者の個人負担額）
個人負担額 １泊２日 受診者１人につき１５，０００円

日帰り 受診者１人につき６，０００円
※申込の際に所属支部事務所で必ず納入して下さい。

■申込方法
受診申込は、所属支部事務所までお願致します。
（五島市、上五島の組合員は組合本部へご連絡下さい。）
■実施期間
平成２３年４月１日から翌年１月末まで実施致します。
※４月に所属支部事務所で申込を行った場合でも、病院側の受け入れ
の都合により必ずしも４月に受診出来るとは限りませんのでご了承
下さい。

■検診の内容
�身体検査 �血圧測定 �心電図検査 �眼底検査 �尿検査
�便検査 �血液検査 �肺機能検査 	胸部Ｘ線検査

胃部Ｘ線検査 �超音波検査 �骨密度Ｘ線検査 体力測定
�婦人科検診（子宮癌、乳癌） 等
※検査内容は、病院によって多少異なります。

■実施医療機関

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
補

助
事
業
と
は
、
長
建
国
保
の
組

合
員
の
健
康
保
持
・
増
進
の
一

環
と
し
て
行
っ
て
い
る
保
健
事

業
で
す
。

健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
を
受

け
る
場
合
（
医
師
の
診
断
や
同

意
な
く
施
術
を
受
け
る
場
合
）

で
、
長
建
国
保
と
契
約
し
て
い

る
施
術
所
で
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
施
術
を
受
け
た
と
き
に
限
り

そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。
尚
、
こ
の
費
用
補
助

を
受
け
る
に
は
以
下
の
申
請
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

ご
確
認
下
さ
い
。

■
対
象
者

長
建
国
保
の
組
合
員
（
保
険
料

等
に
未
納
が
な
い
組
合
員
）

■
補
助
金
額

一
申
請
書
に
つ
き
一
五
〇
〇
円

※
補
助
の
交
付
は
一
ヶ
月
に
三

回
、
年
間
十
二
回
を
限
度
と
し

て
支
給
（
補
助
）。

■
対
象
と
な
る
施
術
所

長
建
国
保
と
契
約
し
て
い
る
施

術
所
（
長
崎
県
鍼
灸
師
会
・
長

崎
県
保
険
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師

連
合
会
の
会
員
で
あ
る
施
術

所
）

※
施
術
を
受
け
る
前
に
当
該
施

術
所
が
対
象
と
な
る
施
術
所
か

ど
う
か
長
建
国
保
又
は
所
属
支

部
に
必
ず
ご
確
認
下
さ
い
。

■
申
請
方
法

�
所
属
支
部
に
て
鍼
灸
マ
ッ

サ
ー
ジ
施
術
費
補
助
申
請
書
の

交
付
を
受
け
、
施
術
を
受
け
る

施
術
師
よ
り
施
術
を
受
け
た
内

容
等
の
証
明
を
受
け
る
。

※
申
請
書
は
一
ヶ
月
に
つ
き
最

高
三
枚
交
付
。

�
施
術
師
よ
り
証
明
を
受
け
た

申
請
書
を
所
属
支
部
に
提
出
す

る
。

�
支
部
で
は
、
契
約
で
定
め
ら

れ
た
施
術
（
協
定
料
金
一
術
二
、

〇
〇
〇
円
・
二
術
二
、
五
〇
〇

円
・
三
術
三
、
〇
〇
〇
円
）
や

申
請
内
容
等
を
確
認
し
、
当
該

組
合
員
に
現
金
に
て
補
助
金
を

支
給
。

■
申
請
書
の
有
効
期
限

施
術
日
よ
り
二
ヶ
月
以
内
の
申

請
の
み
有
効
。

申
請
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
所
属
支
部
窓
口
、

又
は
長
建
国
保
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

平成２３年分の
指定温泉利用
補助券のお知らせ

利用料金の割引
指定温泉と契約し、指定料金より安い料金
で利用できます。

指定温泉利用補助！
最高半額まで割引
（メンバーズカードと併用）

県内１３箇所の指定温泉
（長建国保加入１世帯当り
年間１５枚まで）
長建国保未加入者は
年間６枚まで

※当該支部事務所で受付発行中！

印鑑を持って受付をお願いします。

平成２３年４月１日～平成２４年３月３１日

電話番号

０９５‐８２２‐３１５１

０９５‐８６１‐１４７７

０９５‐８５６‐１３０５

０９５‐８４７‐１５１１

０９５‐８４８‐７１５１

０９５７‐２７‐２１２７

０９５７‐５２‐２１６１

０９５６‐３３‐５３３５

０９５６‐４９‐３３７７

０９５０‐２８‐１０００
（保健センター）

０９５９‐７２‐３１８１

医療機関の所在地

〒８５０‐０８３２ 長崎市油屋町１－２１

〒８５２‐８０２２ 長崎市富士見町３－２５

〒８５２‐８０５５ 長崎市虹が丘町１－１

〒８５２‐８５１１ 長崎市茂里町３－１５

〒８５２‐８１０７ 長崎市浜口町３－５

〒８５９‐０４０１ 諫早市多良見町化屋９８６－２

〒８５６‐０８１７ 大村市古賀島町１３３－２２

〒８５７‐１１６５ 佐世保市大和町１５

〒８５７‐０１３６ 佐世保市田原町１１－９

〒８５９‐５３６３ 平戸市草積町１１５８－１

〒８５３‐８６９１ 五島市吉久木町２０５

婦人科検診

なし

なし

乳癌

乳癌・子宮癌

乳癌・子宮癌

乳癌・子宮癌

乳癌・子宮癌

乳癌・子宮癌

なし

乳癌

乳癌・子宮癌

受診区分

１泊２日・日帰り

１泊２日・日帰り

１泊２日・日帰り

日帰り

日帰り

１泊２日・日帰り

１泊２日・日帰り

１泊２日・日帰り

日帰り

１泊２日・日帰り

日帰り

受診対象者

男性

男性・女性

男性・女性

男性・女性

男性・女性

男性・女性

男性・女性

男性・女性

男性・女性

男性・女性

男性・女性

実施医療機関名

ながさき内科・リウマチ科病院

さとう内科医院

虹が丘病院

長崎原爆病院

福田ゆたか外科医院

日赤諫早病院

大村市民病院

佐世保中央病院

久保内科病院

平戸市民病院

五島中央病院

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

鍼鍼灸灸
ママッッササーージジ
施施術術費費
補補助助事事業業

保
険
証
の
切
替（
更
新
）は

お
済
み
で
す
か
？

重
症
化
に
な
る
前
に
健
診
で
早
め
の
発
見
と
予
防
を

特特
定定
健健
診診
がが
始始
まま
りり
まま
すす

特定健診保険証
切替

毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）４月１５日発行建 設 長 崎第５５０号 （１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可）３�
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「四方転び踏み台」�

西
彼
支
部
時
津
連
合
分
会

諫
早
支
部
主
婦
会

〜
桜
は
五
分
咲
き
、

笑
顔
は
満
開
の
花
見
会
〜

西
彼
支
部
時
津
連
合
分
会
で

は
、
三
月
二
十
七
日
�
に
『
花

見
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

嶋
本
さ
ん
の
作
業
場
に
集

ま
っ
て
、
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
込

み
会
場
の
崎
野
自
然
公
園
へ
出

発
。今

年
は
桜
の
開
花
宣
言
が

あ
っ
た
ば
か
り
と
い
う
こ
と
で
、

桜
は
ほ
と
ん
ど
つ
ぼ
み
の
ま
ま
。

早
速
準
備
に
取
り
掛
か
り
、

連
合
分
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
開

始
。乾

杯
と
と
も
に
次
々
と
焼
き

上
が
る
お
肉
・
貝
を
堪
能
。
次

第
に
お
酒
も
す
す
み
、
昼
頃
に

は
気
温
も
上
が
っ
て
、
ポ
カ
ポ

カ
と
し
た
な
か
時
間
が
過
ぎ
て

い
き
ま
し
た
。

「
桜
が
咲
い
て
な
い
ね
」
の

声
も
聞
こ
え
て
く
る
中
、
腹
ご

な
し
に
ち
ょ
っ
と
周
り
を
散
策

す
る
と
満
開
の
山
桜
が
あ
っ
て

花
見
風
情
を
少
し
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
和
気
あ
い
あ
い
と
仲

間
と
楽
し
く
交
流
を
深
め
た
一

日
で
し
た
。

（
城
下
）

旅
行
会

〜
日
常
の
疲
れ
を
落
す
癒
し
の
一
時
〜

小
浜
雲
仙
荘

諫
早
支
部
主
婦
会
は
、
定
例

会
も
兼
ね
て
二
月
十
二
日
か
ら

一
泊
二
日
で
小
浜
温
泉
へ
出
掛

け
ま
し
た
。
早
目
の
到
着
に
て

早
速
温
泉
で
入
浴
後
、
お
茶
を

し
な
が
ら
の
定
例
会
を
進
め
て

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

夕
食
会
で
は
、
美
味
し
い
料
理

を
食
べ
な
が
ら
話
に
華
を
咲
か

せ
た
後
、
カ
ラ
オ
ケ
に
て
休
日

を
楽
し
み
ま
し
た
。

翌
日
は
、
朝
食
後
街
へ
出
て

お
買
い
物
。
皆
さ
ん
主
婦
で
す

ね
、
夕
食
の
お
か
ず
も
し
っ
か

り
買
っ
て
ま
し
た
よ
。

お
昼
は
、
美
容
に
良
い
コ

ラ
ー
ゲ
ン
た
っ
ぷ
り
の
ち
ゃ
ん

ぽ
ん
を
食
べ
て
、
も
う
一
度
入

浴
。
忙
し
い
日
々
を
忘
れ
て
の

癒
し
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
、
送

迎
バ
ス
に
て
帰
路
に
着
き
ま
し

た
。

（
渡
辺
智
恵
子
）

建建設設長長崎崎青青年年技技能能競競技技大大会会
開催日時 平成２３年５月２２日�

受付時間 午前８時３０分

開始時間 午前９時予定

終了時間 午後５時予定

開催場所 長崎高等技術専門学校

（西彼杵郡長与町高田郷５４７‐２１）

競技課題 「四方転び踏み台」勾配１０分の３

競技時間 ６時間３０分（製図・実技）

参加資格 原則的には３５歳以下の者

主 催 建設長崎技術対策部・青年部

審査委員 建設長崎技術技能対策部役員

表彰対象 上位３名の表彰と参加者全員

に参加賞を授与いたします。

出場選手は１級・２級技能士を受験する場合は、受験料を組合で補助

長長崎崎建建設設技技術術専専門門学学院院
建建築築設設計計科科３３名名がが修修了了

三
月
二
十
五
日
に
長
崎

建
設
技
術
専
門
学
院
の
修

了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
〇
一
〇
年
度
の
修
了

生
は
建
築
設
計
科
三
名
で

し
た
。

修
了
式
で
は
二
年
間
の

講
義
や
実
習
を
終
え
た
学

院
生
に
前
田
富
雄
学
院
長

か
ら
修
了
証
書
と
、
技
能

照
査
合
格
書
、
作
業
主
任

者
手
帳
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。そ

し
て
佐
世
保
市
か
ら

二
年
間
通
い
続
け
た
田
添

さ
ん
、
大
村
市
か
ら
通
っ

た
浦
田
さ
ん
、
波
佐
見
町

か
ら
通
っ
た
石
本
さ
ん
に

特
別
表
彰
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

前
田
学
院
長
は
「
こ
の

二
年
間
つ
ら
い
こ
と
も

あ
っ
た
と
思
う
が
、
皆
さ

ん
は
そ
れ
を
乗
り
越
え
ら

れ
た
。
事
業
主
の
皆
さ
ん

と
熱
心
に
指
導
い
た
だ
い

た
講
師
の
方
々
に
感
謝
し

ま
す
。
取
得
し
た
技
術
・

技
能
を
社
会
で
存
分
に
発

揮
し
て
ほ
し
い
」
と
修
了

生
を
激
励
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た

県
産
業
労
働
部
の
山
下
三

郎
産
業
人
材
課
長
は
「
建

設
業
界
に
お
い
て
も
新
し

い
技
能
や
技
術
に
対
応
で

き
る
人
材
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
。
確
か
な
技
術

を
身
に
つ
け
た
方
々
と
力

を
合
わ
せ
、
建
設
業
界
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と

を
大
い
に
期
待
し
た
い
」

と
中
村
知
事
の
祝
辞
を
代

読
さ
れ
ま
し
た
。

修
了
生
を
代
表
し
て
田

添
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
は

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
と

責
任
感
を
持
ち
、
技
術
革

新
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
技

術
の
向
上
に
ま
い
進
し
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。式

後
の
懇
談
会
の
中
で
、

前
田
学
院
長
は
、
少
子
化

に
よ
る
各
種
学
校
の
閉
鎖

や
東
日
本
大
震
災
の
復
興

と
建
設
業
界
に
ふ
れ
「
二

年
間
の
普
通
課
程
は
休
講

す
る
が
、
二
級
建
築
士
な

ど
の
短
期
訓
練
を
考
え
て

い
る
。
受
講
者
募
集
に
つ

い
て
の
協
力
を
お
願
い
す

る
」
と
出
席
し
た
皆
さ
ん

へ
呼
び
か
け
ま
し
た
。

二級建築施工管理技士【建築】
受験対策講習会のお知らせ

受講申込受付 今月より随時受付

講 習 場 所 長崎建設技術専門学院（０９５－８６１－９２６１）

大村建設技術専門学院（０９５７－５３－８３８５）

島原建設技術専門学院（０９５７－６３－１２９７）

講 習 期 間 平成２３年７月上旬～１０月下旬まで（２８日間予定）

講 習 時 間 毎週３回（月・水・金）予定 午後６時３０分～９時まで

受 講 料 ２５，０００円

講 習 内 容 建築一般�・建築１般�・安全管理・施工計画
品質管理・工程管理・法規�・法規�・実技全般

募 集 人 員 各校とも１０名（最低５名以上で実施）

受 験 資 格 （実務経験）

高等学校（指定学科卒）３年以上

指定学科以外卒業後４年６ヶ月以上 実務経験者８年以上

大学・専門校により実務経験は異なります

※受講希望者で早目の申込があれば、願書は学院で準備します。

上
位
三
名
が

全
国
技
能
競
技
大
会
に
参
加
し
ま
す
。

あなたもチャレンジ
してみませんか

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５５０号 ４�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）４月１５日発行


